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4月 12日体)～ 6月 28日休) 12:50ょり14:20まで

山口県立大学 4号館 D15教室

山口県の自然・文化。政治・経済などの特性や発展可能性を理解するとともに、地域を良くしていく、

地域を創つていく能力を身につけることを目指します。

回 月  日 講 義 テ ー マ 講 師

1 4月 12日 (本 ) はじめに
猛

洋

好

尾

〓
一
松

(山□県立大学 学長特局1補ω

(山□県立大学 教授)

2 4月 19日 (本 ) 地域学概論について 槻]'票  夕3)竜 (鳥取大学教授)

3 4月 26日 (本 ) 工学から見たLU□ 和繁亘 詞k‐― (出□東京理科大学教授)

4 5月 10日 (本 ) 山口の自然         ※遠隔授業 庫 本  正  鰍 吉台繊 誦 物館 名書館長)

5 5月 17日 (本 ) 出□の歴史 (2)明治維新 一英国側の視点との比較 田 □ 庄]尾彗 (大島商rOl高等専門学校講師)

6 5月 24日 (本 ) 出□の歴史 (1)大内時代 伊靖譲 等]iヨ (山□県立大学准教授)

7 5月 31日 (本 ) 山口の経済と産業      ※遠隔授業 宗近 孝憲 仙□翻珊り漸 )

8 6月 7日 (ラlξ ) 出□の政治 丼 竿  富 雄 KLL□県立ブ騨 教授)

9 6月 14日 (本 ) 出□の文化 (1)出□のコ現代文学 ※遠隔授業 加藤 禎行 仙□尉り詳 講師)

10 6月 21日 (本 ) 出□の文{ヒ (2)地域での映画上映 山本 章三 G姉獅朧務部次長)

6月 28日 (本) 郷土大学と周防大島の地域づ<り 新山 玄雄 個岬 土大∋

《プログラムの詳細は裏面をご覧ください》

※ 第 4回、第 7回、第 9回の授業は、出日東京理科大学からTV会議システムを使つて行います .

◆ 部分受講もできます。

◆ 全回受講された方には、「出□県立大学公開授業受講修了証」を授与いたします。

1受 講 利 各回 500円 (第 1回について1ま無料 )

電話、FAXまたはハガキで、
―

      上

下記にお申し込みください .

山□県立大学附属地域共生センター 生涯学習部門

電話 O FAX 083-928-3495

〒753-8502 出□市桜畠 3丁目 2-1



回 月  日 講義テーマ 要概

4月 12日

(本 )

はじめに
授業のテーマ、トピック、フィールドワークにつ

いて概要を学ぶ

2
4月 19日

(本 )

地域学概論について
①地域学とは何か、②地域学を学ぶ必要性は何

か、③地域学の目指すものは何か、について学ぶ

3
4月 26日

(本 )
工学から見た山□

鉄道の父 丼上勝、貴婦人号、錦帯橋と本組み技法の継承など、

山□ゆかりの工学的事柄を通して教育のあり方について学ls~i

4
5月 10日

(本 )

由日の自然 秋吉台を中心に、山口県の自然の特性を学ぶ

5
5月 17日

(本 )

山□の歴史 (2)明治維新

一 英国側の視点との比較

イギリスの資料を用い、幕末史について、イギリ

ス倶」、日本側の両視点を比較しながら学ぶ

6
5月 24日

(本 )

山□の歴史 (1)大内時代 山日の歴史、特に大内時代の山口について学S

7
5月 31日

(本 )

山□の経済と産業
山□の経済、産業発展の歴史と産業特性につい

て学ぶ

8
6月 7日

'(本 )
山□の政治

山□の政治風土、特に近代以降の日本政治に果

たした役割と山田県民の政治意識について学ぶ

9
6月 14日

(本 )

山□の文化 (1)

山□の近・現代文学

由□の文イし、特に山□の近 。現代文学について

学ぶ

10
6月 21日

(本 )

由□の文化 (2)

地域での映画上映

上映活動 (HAGI世界映画芸術祭)の実践と地

域文化について学ぶ

6月 28日

(本 )

郷土大学と

周防大島の地域づ<り

周防大島の地域づ<りの取り組みについて学

び、フィールドワークにつなげる

◆◇◆平成 24年度 山口県立大学前期公開授業「地域学」 受講申込書 ◆◇◆

山口県立大学附属地域共生センター 生涯学習部門 宛

TEL/FAX 083-928-3495

(ふ りがな)

お名前
ご住所

一Ｔ

電話・

FAX番号

受講希望

( ご希望にOを

付けてください)

全国受講・部分受講 (         回 )




